
アジア地域金属鉱床生成シンポジウムについて

鉱床部･海外地質調査協力室

Minera1DepositeDepartment-OverseasGeo1ogyO伍｡e

1.はじめに

昭和55年1月22目から1月28目までの間筑波学園都

市内にある通商産業省工業技術院地質調査所において

｢アジア地域金属鉱床の生成に関するシンポジウム｣が開催さ

れた･このシンポジウムにはアジア各地の8か国

(イランパキスタンインドタイインドネシアフィリ

ピン韓国日本)の金属鉱床生成論鉱物資源開発の専

門家を招いておこなわれたもので地質調査所が筑波に

移ってから最初の国際会議である.

今回のシンポジウムは昭和53年の秋に計画され工業

技術院国際研究協力事業の昭和54年度のプロジェクトの

1つとして取上げられたものであり国際研究協力官

協力官室のスタッフの積極的な支援のもとに地質調査

所の鉱床部海外地質調査協力室が実務を担当しよう

やくに開催に漕きつけたものである.開催地として

最初は東京都内の施設を会場とし昭和54年の秋頃実施

を考えていた･しかし54年度は工業技術院の試験研究

機関が筑波の研究学園都市へ移転する年であり㌧地質調

査所は54年10～11月に移転を実施することに決定したの

でシンポジウムの開催は筑波移転後地質調査所の新

庁舎の会議室を当てることに変更し開催時期も昭和55

年1月とした.

この変更は結果として地理的にも気候的にも好結果

であった.地理的にはまず遠来の地質技術者に日本の

地質調査所の新庁舎を披露できたことであり次いで

筑波学園都市の状況も紹介できたことである.気候に

関していえば各国からの参加者には前もって筑波地区

の1月の平均気温は2℃(筑波地区のデｰタはなかったので

理科年表による水戸の平均気温を採用した)であると連絡を

しておいたので参加者もまた防寒対策を考えて来日し

たようであった.しかしシンポジウム開催期間中は連

日快晴風のない暖かな目利が続いたので気候的にも

恵まれた会議となった.

以下このシンポジウムの開催の経緯とシンポジウ

ムの席上で発表された報告の概要を述べるが報告の詳

細な内容については近く正式匁報告書が発表されるので

それを利用されたい.

シンポジウム参加音一

同の記念写真(玄関旧ビｰにて)�
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2.シンポジウム開催の趣旨

アジア地域の金属鉱床生成に関するシンポジウムは

次のような趣旨のもとに開催されるに到った.

(1)金属鉱物資源の安定確保が経済の発展と国民生活

の向上に不可欠のものであることは先進国発展途上

国を間わず共通の問題として広く認識されている.そ

こで

(2)金属鉱物資源の安定確保の前提は新しい鉱床の発

見でありそのためには鉱床の生成と地殻の構造発達

史との関係鉱床の地殻における分布の規則性を理解

することが基本的に重要である.一方

(3)世界地質図委員会(Comm1｡｡ionf｡｡th.G｡｡1.gi｡｡l

M･p･fth･W･･1d,CGMW)は国連アジア太平洋経済

社会委員会(ESCAP)と共同して地質専門家作業部会

を組織し通商産業省工業技術院地質調査所長を責任者

としてアジア地域の鉱床生成図の編集を計画した.

その後(1973年)世界地質図委員会は東南アジア小委員会

を設立し鉱床生成図の編集作業は引続き日本国を中心

として続けられ1980年までに完成することが期待され

ている.こうして

(4)ESCAPの各国担当者による鉱床生成図の作業が

終り最終的編集が開始されようとしている.この機

会に各国の担当者を招請し一堂に会し鉱床生成図作

成過程において蓄積してきた知見を披露し討議し｢ア

ジア地域金属鉱床の生成｣に関する共通の認識を持つ

ことは

う.

今後の鉱物資源開発の大きな寄りどころとなる

この趣旨の中にあるCGMWとは万国地質学会議

(IGC)の永続的な委員会の1つでその活動には南･

東アジア構造地質図(T･･t･ni･M･p･fSouth･ndE･･t

A･i･)の編集アジア地域の鉱床生成図の(M･t･11･g･ni･

M･p･fS.uth･ndE･･t鮎･)作成がある.鉱床生成

図の小地域別編集担当国は下記の5か国である.

イラン;でランバキスタンアフガニスタン地域

インド;インドネバｰノレシッキムブｰタ:■スリ

ランカバングラデシュ地域

タイ;ビルマタイマレｰシアラオスクメｰル

ベトナム地域

インドネシア;インドネシア地域

日本;日本朝鮮半島モンコノレフィリピン中国

地域

これらの総括責任者は日本であって地質調査所併任の

千葉大学兼平慶一郎教授の協力を得て近年継続的に

総括編集を続けている.

3.シンポジウムのテｰマ

アジアといっても中国モンゴル朝鮮半島イン

ドセイロンなどの先カンブリア時代の地質が広く分

布しその時代の鉱化作用が重要な地域ビノレマタイ

マレｰシアインドネシアフィリピン目本のような

中生代以後の地殻活動鉱化作用の重要杜地域では同

じく鉱床生成のメカニズムを追求するにしてもその主

たる対象を異にする.したがって

各国に共通する鉱床生成と地殻構

造発達吏との関連鉱床の帯状分布

の規則性地域的準地域的な鉱床

探査の基本的方針が討議できるよ

う次のようなテｰマをとりあげた.

����浩�潦卯���

EastAsia(東及び南アジアの

地質構造発達史)

�

��牡�数�楴���

�癥���瑯昀

�偲散��楡����

戩�慮敲潺�捏�来��

���

��慴景��

写真2開会の挨拶をする佐勝地質調査所長�



裏1登録参加者一覧表

AH㎜D,WaheedUddinPakistan

�����捴���牡�

GeoIogica1SurveyofPa良istan

������������慣�

BムLcE,Gui11ermoPhi1ippines

��昬健�漱����牡���捴楯測�漱�楣�卵���癩�潮�

��慵潦������捩�捥�

倮��������

��偉丬佳�����楮�

����������杻���癥��楳楯測��慵潦������捩�捥�

倮��������

DJU皿HANIIndonesia

�����牡瑩潮卵�楣��癩�潮�

�楲散瑯牡�潦��牡�������汯����癥�等�潮�楡

����潮敧������最

IsIIIIIARA,Shunso(石原舜三)Japan

��昬�敇��楳�捴楯��

�漱�楣�卵��潦���

��㍈�慳��慴慢攬��慫椀

K州瓦HlRA,Keiichiro(兼平慶一郎)Japan

噩�瑩湧���楳琬

�漱�楣�卵��潦���

��㍈�慳��慴慢攬��慫椀

�剋���湧��愀

���整��捍楮敲��灯�瑳���剥��捨��楴畴攀

潦��捩�捥慮�楮敲�剥��捥�

㈱���物�湧�潮本��杵��由

�夬���畭��摩愀

Adマiser(Minera1s),NorthEastemCounci1

�極潮��〰�

SAT0,Tadashi(佐藤正)Japan

Professor,DepartmentofEarthScience,TsukubaUn且versity

卡�牡��牡歩

SAT0,Takeo({左兎薬斗上郎)Japan

Chief,Regi(〕na1Geologica1SurvビyScct1on,

Geo1(〕gicalSurveyDcpart1nc1]†,Meta1MiningAgoncyof]apan

TokiwaBldg.,1-24-14,Toranomon,Minatoku,T(〕ky(〕

����ぎ�卡�����慮�

SeniorGe(〕logist,Geo1ogica1SurvcyDivision,

Departmento壬MineralResources,MinistryandIndustry

剡���搬�湧歯�

TムGHI肌DEH,KhajoueiNasserIran

��捴��整��捍楮敲�剥��捥�

�漱�楣�慮�楮敲�卵��潦�慮

倮������桲慮

T岨ENoUcm,Sukune(武内寿久禰)Japan

Professor,Facu1tyofEng.,Universれy(〕fToky0

�湧�����歹�����

啌剉�����獅���

Head,DepartmentofEcono皿icGeo玉｡gy,

��楴畴潤�湶�瑩条捩潮��漱�楣慳

����〴��慝�楡杯

UYEDA,Seiya(上田誠也)Japm

偲潦��爬�牴��步剥��捨��楴畴攬

��敲��潦�歹　

�湧�����歹������
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･1)B･･in･

�坥慴�物湧卵�慣�

(東及び南アジアの各種地質構造帯の発展過程における

有用元素の濃集)

CSynthesiso{Metal!ogenyofIn〔hvidua1Sub-

regionso壬Southan(1EastAsia(東及び南アジア

地域グ)鉱床生成に関する総括)

各国の参加者にはこれらのテｰマに沿って20-30枚の

論文をまとめた上山席するよう呼びかけた.

4.参加者

以上の趣旨とテｰマでアジア地域のうち鉱床生成図作

成を進めている各国からその責任者でありかつ鉱床生

成論の専門家を招璃することになった.シンポジウム

運営の経費の関係もあり最初は次の11か国の関係者に

招請状を発送した.

写真3

一歓迎の挨拶をす

る山浦国際研究

協力官

アフガニスタンビルマ中国インドインドネシ

アイラン韓国マレｰシアパキスタンフィリ

ピンタイ

最終的には海外から7か国8名の参加をみることがで

きた･また工業技術院国際研究協力事業の1つであ

る｢チリ国乾燥地帯の銅･鉛･亜鉛鉱床探査法に関する

研究｣の一環として地質調査所鉱床部において研究中の

C.WLRIKs酬E.氏もシンポジウムに参加して講演した.

一方目本国内からは6名の専門家が参加した.今

回の登録参加者は表1のとおりである.

これらの国友の関係者のうち中国は都合がつかずビ

ルママレｰシアとは充分に連絡がとれなかったため参

加が得られなかった.またアフガニスタンは昨年末

までは同国の関係者から参加する旨の回答がありかっ

参加予定者は出席を強く希望していたが今年1月に入

り諸般の事情で参加中止の止むなきに至った･一方

フィリピンからは重要窓会議なので是非とも2名参加し

たいとの強い要望があり同国からは2名来日した.

写真4土1H誠也先生(東大)(議長はフィリピンσ)CR1sp1N氏)

今回のシンポジウムでは専門家会議の形式を採用した

が傍聴と討論への参加は自由であってそのようなオ

ブザｰバｰとしての参加者は国際研究協力官協力官

室金属鉱業事業団大学民間企業地質調査所から

多数盛時には40名にも達した.

5.シンポジウムの日程

シンポジウムの公式た同程は次のとおり

写真5佐藤正先生(筑波大)�
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1月21目(月)

1月22目(火)

1月23目(水)

1月24目(木)

1月25目(金)

午前

午後

1月26目(土)

1月27目(目)

1月28目(月)

1月29目(火)

代表来目宿舎土浦第一ホテル

会議(公開討論会)〃

会議(同上)〃

会議(同上)〃

会議(鉱床生成図地域別討議)

東京へ移動竹橋会館

地質巡検11

休日〃

会議(鉱床生成図地域別討議)〃

代表離目

22日10.OO各国からの参加者が土浦第一ホテルか

ら傭上げのマイクロバスで地質調査所正面玄関に到着.

研究棟2階の大会議室で参加登録.10.00～11.30

所長に表敬所内の研究施設見学.

佐藤地質調査所長の開会の挨拶

山浦国際研究協力官の歓迎の挨拶

をもって午前中の会議は終了.

22日午後23日24日午前公開討論会.

この間の参加者の講演内容については次項に述べる.

24日午後13.30～17.00筑波学園都市見学.東

大通りを北上し西大通りを南下するコｰスを通り国

立防災科学技術センタｰ国土地理院をそれぞれ1時間

30分つつ訪問した.防災センタｰでは地震予知研究

部門大型耐震実験施設大型降雨実験施設国土地理

院では資料保存部門地殻変動集中監視システム部門

を見学した.

11.30シンポジウム開会

25日午前地域別討議

午後傭上マイクロバスに

写真6石原舜三課長(地質調査所)

写真7NasarTA鯛I趾DEH氏(イラン)

写真8W.AH㎜D氏(パキスタン)

写真9

D.K.RAY氏(インド)�
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て東京へ向う.交通渋滞のため工業技術院到着が遅れ

院長に面会はでき低かった.同夜院長招待のレセプ

ション.

26日地質巡検.8.30竹橋会館をマイクロバスで

出発箱根に向う.箱根町湯本で神奈川県立温泉地

学研究所を訪問･午後大涌谷噴気孔大涌谷自然科

学館見学.乙女峠東名高速経南で18.00頃行橋会

館に帰る.温泉地学研究所(同所に地震予知の民間団体

｢たまずの会｣の事務所がある)ではたまず(｡｡t丘｡h)と地

震の関係に興味をもち活火山のない国からの参加者が

多かったので噴気孔に関心を示し乙女峠の富士は写真

の背景となった.

28日9･00～16.00鉱床生成図作成について最終打

合せとシンポジウムの議事録の取りまとめの打合わせ

が行われた(竹橋台鮒σ)会議室).

この〔の夕方をもって今回のシンポジウムを終った.

6.講演の内容

シンポジウムにおける各専門家の講演は表2の通りで

ある.第1口目には同本側から総括的注講演が3件用

意された.上困誠也教授はまずプレｰトテクトニク

スの概要について説明した後主に南西太平洋の現在の

構造場その背景島弧活動について研究の現状問題

点などを指摘した.マリアナ弧の最近発見された高熱

流量帯に現世の層状鉱床が出来つつあるかも知れない指

摘は非常に興味深かった.また圧縮型の島弧にのみ斑

岩型銅鉱床が生成する西脇･上田説を紹介されフィリ

ピン諸島やニュｰギニア島などの構造場と鉱床との関係

が論じられた.終りに南西太平洋における海洋地域の

熱流量デｰタ分布が示されその不充分な測定をみたす

写真10S.SUENsILIp0NG氏(タイ)

写真11D』U皿肌NI氏(インドネシア)

写真12PARKNoYoI1NG氏(韓国)

真写ユ3佐藤壮部課長(金属鉱業事薬団)�
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表2シンポジウムにおける講演題目

第1日(1月22日午後)

座長O.CBIsPIN

������潤��楣�晁�慮��潮

㈩��獨楓���漱�����慮�慳瑁�愀

3)S.Is且IHARA:Granitoidsandoregenesis

第2日(1月23日)

午前

�

�

座長

�

�

午後

�

�

座長

��

��

座長

��

��

座長DJU皿AHNI

K.N.TAGHIzAD胴:Geologyandoredepositsof

�慮

W.U.AHMED:Geo1ogyandoredep(〕sitsofPa-

歩�慮

W.U,AH㎜D

D.K.RムY:Geo1ogyandoredepositsofIndia

S.SU酬sILP0NG:Geologyan(1oredepositsof

T]〕ai1and

座長S.SUENs工LP0NG

DJUMH且NI:GeologyandoredepositsofIndonesia

�央�剋����慮摯��灯�瑳潦��愀

K.N.TムGHIzAD醐

�步����漱�����数�楴��慰慮

������������漱�����

�灯�瑳潦�����楮�

�央�剋

S.TAKEN0Uc且I:PorphyrycoppersinSouthand

���楡

C.ULRIKs酬:Meta11ogenesisincentra1Andes

����

第3日(1月24日午前)

座長K.KANE亘IRA

������散瑯��慰潦卯������楡

ための将来の調査に各国の協力を求められた.

佐藤正教授は東南アジアの構造単体を次の5時代に分

けられた.

(…)先カンブリア系地塊(コラット地塊など)

(ii)バリスカン造山帯(アンナム造山帯など)

(iii)中生代造山帯(マラヤｰビノレマ造山帯など)

(iV)新生代の活動停止中の造山帯(北西ボルネオ地向斜)

(V)現在も活動中の島弧一海溝系

以上は平行に配列することもあるが一般には斜交し

古いものは新しい構造帯にとり込まれたり破壊された

りしてその内部構造の復元が困難と在る.また新し

い造山帯が古い構造によって規定される場合もある.

新旧の造山帯が高角で交わる場合にはフィリピン中

部日本のように特徴ある構造が生れる.このような

特色を持つ東南アジアの地質構造が具体例をもとに解析

された.

石原舜三氏は造山帯の花開岩類を磁鉄鉱系とチタン鉄

鉱系に2分し前者はほとんどの重要た硫化物鉱床(M･

CuPbZnAuAgなど)を伴い後者は一般に酸化

物金属鉱床(SnWNbT｡など)をもたらす点を指摘

しこの分類説が鉱床探査鉱床成因の研究に重要であ

る点を指摘した.鉱床の生成がこのように2つに分け

られることは花開岩質マグマ活動における酸素フェガ

シティの相違が硫黄の挙動に明瞭な相異をもたらすから

でありまた地域によって銀に富んだり(例えばフィリピ

ン)鉛亜鉛(当本)に富むことはサブダクションに

より引込まれた大洋底堆積物の量に関係している可能性

が指摘された.

第2目と第3目の講演は次のように分けられる.

(i)先カンブリア楯状地(インド)

(ii)古い島弧が主体を占めるもの(イランバキスタン

タイ韓国)

(iii)若い島弧が主たる地域(インドネシアフィリピン

目本チリ)

写真14

0曲CR一富PIN氏

(阯:フf!jビン)

写真15

G.B.B蛆｡I;茂

(フィリピン)�
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インドでは先カンブリア時代の鉱床

にみるべきものがありそれぞれを

インドの南部中部東部および

その他の6地域に分けて金属鉱床か

らダイアモンドに至る多数の鉱種に

ついて概説された.

他の各国では鉱床生成図用に総括

された金属非金属鉱床を地質構造

や火成活動と結びつけ丹念に報告

したものが多かったが全般的に話

題が豊富な金属鉱床に重点がおかれ

ていた.

イランではマイクロコンチネント

を含むアルボルツからザグロス榴曲

帯に至る全域の金属非金属鉱床の

概要がのべられパキスタンではプレｰト構造論に立脚

して地質鉱床が詳細に分けられた.一方タイでは地

質吏の組立てと中生代初期におけるサブダクション帯の

復元を重点に講演がおこなわれた.韓国では逆に記載

的に鉱床生成区と生成期とが説明され先カンブリア時

代ジュラ紀白亜紀と3大別しうる同国の鉱床生成期

のうち白亜紀の重要性が増大している近年の成果が強

調された.

インドネシアとフィリピンではその複雑な地質構造

解析の現在の知識が総括されると共にあらゆる鉱物資

源が克明に報告された.今回の講演のなかで鉱床に関

するデｰタの集積はもっとも丁寧になされていたものと

思われる･これらの島弧については斑岩型銅鉱床の

概要ととくに流体包有物の研究結果が武内寿久彌教授

から紹介された..これらの鉱床は高塩濃度の包有物を

含み北米大陸の鉱床と共通の性質を持っている.

日本の鉱床については鉱床全般の概説がおこなわれる

と同時に火山性塊状硫化物鉱床を中心として最近の鉱

床成因論が佐藤壮部氏から披露された.それらには黒

鉱鉱床生成におけるカルデラ説鉱石の火成起源論と海

水起源論鉛の起源としての深海底堆積物の重要性荏と

がある.また単調な大陸縁島弧として世界的荏好例で

あるアンデス造山帯について鉱化作用の概要とチリ北

部の断面における火成輪廻とマント型斑岩型銅鉱床の

生成との関係が説明された.

各講演に対する質疑応答にはアジア地域が複雑な地

質構造を持つために地域的な問題に関するものが多か

った.とくにオフィオライトの時代論とその判定基準

写真16武内寿久彌先生(東大)写真17ULRIKsEN氏(チリ)

においては議論が分かれた.アルプス造山帯の鉛亜鉱

床がミシシッピイバレｰ型の変種であるか否かについて

も不明の点がある･マレｰ半島の銀鉱床帯の南東方向

への延長部の問題も今後の興味深い研究課題である.

これらの議論を通じて明らかとなった問題点は今後の

各地域の鉱床成因の研究に明瞭な指針を与えるであろう.

なお会の途中でおこなわれたインドのRAY教授に

よる｢アジア地質構造図｣の編集方針と編集作業の説明

はアジア全体の構造単位の認識に役立つものであり

かつ｢鉱床生成因｣の作成に重要なヒントを与えるもの

であった.

7.おわりに

今回のシンポジウムはアジア地区のイランパキ

スタンインドタイインドネシアフィリピン韓

国日本の8か国の金属鉱床生成論金属鉱物資源論の

専門家が集まり55年1月22目から28目までの間論文

の発表討論を重ねてそれぞれの研究者に益するとこ

ろが多かったと思う.日本を除く7か国の専門家の提

出した論文は総計数200ぺ一ジに及ぶがシンポジウ

ムの結果をとり入れて各研究者からの最後的論文は近

く再提出される.これらに日本からの参加者の論文を

加えて1冊の論文集として遠からず出版されることにな

ろう.

シンポジウムの開催に当っては工業技術院国際研究協力官

同室付の国際会議担当官の御協力を賜り御蔭をもって無事に

会議を終了することができたことを感謝します.またその

施設研究活動を見学させて頂いた科学技術庁国立防災科学

技術センタｰ建設省国土地理院神奈川県立温泉地学研究所

の御案内を賜わった方々に厚く御礼を申上げます.

(岡野嶋崎石原記)�


